
本
を
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
大
国
に
し

た
い
」
と
い
う
三
浦
淳
寛
氏
の

熱
い
思
い
を
乗
せ
た
『
高
校
生

フ
リ
ー
キ
ッ
ク
選
手
権
２
０
１
７
東
京
都

大
会 supported by 

ス
カ
サ
カ
！
』
が
、

港
区
の
東
京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
な
わ
れ
た
。

　

ル
ー
ル
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
簡

単
に
言
っ
て
し
ま
う
と
Ｐ
Ｋ
合
戦
の
Ｆ
Ｋ

版
。
特
徴
的
な
の
は
決
め
ら
れ
た
ポ
イ
ン

ト
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
ボ
ー
ル
を
置
い
て
も

構
わ
な
い
と
い
う
点
だ
。
５
人
が
蹴
っ
て

勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
サ
ド
ン
デ
ス
へ
。

逆
に
守
備
側
は
、
４
名
の
壁
と
１
人
Ｇ
Ｋ

を
選
出
。
15

秒
以
内
に
壁
を
セ
ッ
ト
し
、

あ
と
は
ゴ
ー
ル
を
守
る
だ
け
と
い
う
も
の
。

大
会
に
は
19
チ
ー
ム
、
約
１
２
０
名
が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

開
会
式
で
三
浦
氏
は
「
や
る
か
ら
に
は

優
勝
目
指
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
。
本
気
で

や
る
と
悔
し
い
は
ず
。
も
し
負
け
た
と
き

は
、
本
気
で
悔
し
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
が
成
長
に
つ
な
が
る
」
と
選
手
た
ち
に

檄
を
飛
ば
し
、
大
会
は
幕
を
開
け
た
。

　

序
盤
は
ゴ
ー
ル
の
上
へ
大
き
く
外
し
て

し
ま
う
選
手
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、

合
間
に
行
な
わ
れ
た
三
浦
氏
に
よ
る
Ｆ
Ｋ

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
も
あ

っ
て
か
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
る
こ

ろ
に
は
、
蹴
り
出
さ
れ
る
ボ
ー
ル
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
、
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺

ら
す
回
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　

予
選
４
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
上
位
２

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

決
勝
戦
で
は
２
本
の
Ｆ
Ｋ
を
成
功
さ
せ
た

「
駒
澤
Ｃ
」
が
「
東
工
大
Ｂ
」
を
下
し
、

２
０
１
７
東
京
都
大
会
優
勝
の
栄
冠
を
手

に
し
た
。
決
勝
戦
の
主
審
を
務
め
た
元
国

際
審
判
員
の
西
村
雄
一
氏
は
、
閉
会
式
で

「
日
本
代
表
に
な
っ
て
、〝
こ
こ
で
Ｆ
Ｋ
を

決
め
た
か
ら
今
が
あ
る
ん
で
す
〞
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
選
手
た
ち
の
将
来

に
期
待
を
込
め
、
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

来
年
度
も
関
東
エ
リ
ア
を
中
心
に
フ
リ

ー
キ
ッ
ク
選
手
権
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

「
日
本
に
は
フ
リ
ー
キ
ッ
カ
ー
が
い
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
、
や
っ
て
な
い
だ
け
。
こ
の

大
会
が
練
習
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
三
浦
氏
。「
フ
リ
ー

キ
ッ
ク
大
国
」
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

日

駒澤高校が2017東京都大会王者に輝く

取材●手塚集斗（サッカーダイジェストWeb編集部）　写真●滝川敏之（サッカーダイジェスト写真部）

11月25日、『高校生フリーキック選手権2017 東京都大会 
supported by スカサカ！』が東京港区で開催された。こ
の大会は「日本をフリーキック大国にしたい」と願う発起
人の三浦淳寛氏の思いを受けて、昨年誕生したもので、
今年で２回目。参加した高校生たちにとって、ＦＫに本気
で向き合った時間は、新鮮、かつ濃厚なものだった。

大  会  名　高校生フリーキック選手権2017 東京都大会 supported by スカサカ！
会　　場　東京工業大学附属科学技術高等学校
主　　催　アスマッチプロジェクト
運　　営　株式会社ＭＰandＣ
協　　賛　デサントジャパン株式会社(umbro)、株式会社モルテン、大塚製薬株式会社、
　　　　　株式会社マンダム、ＳＫＬＺ、東京スポーツ・レクリエーション専門学校、
　　　　　東京リゾート＆スポーツ専門学校、株式会社エクセリ、株式会社ソディック、政府登録ホテル 白川郷
協　　力　東京工業大学附属科学技術高等学校、
後　　援　港区、港区教育員会、港区サッカー協会
メディア　スカサカ！　サッカーダイジェスト

東京工業大学附属科学技術高等学校A 東京工業大学附属科学技術高等学校C 芝商業高等学校 広尾学園高等学校A 正則学園高等学校A

正則学園高等学校B 正則学園高等学校C 正則学園高等学校D 高輪高等学校A 高輪高等学校B

駒澤大学高等学校A 駒澤大学高等学校B 駒澤大学高等学校D 京華高等学校

雪谷高等学校A 雪谷高等学校B 雪谷高等学校C

駒澤大学高等学校C 東京工業大学附属科学技術高等学校B
優勝

準優勝

『高校生フリーキック選手権 2017 東京都大会 
supported by スカサカ！』は港区、港区教育委
員会、港区サッカー協会の後援イベントとなって
おり、対象は都内の高校に通う高校生（参加無料）。
今年はサッカー部を中心に19チームが参加した。

決勝トーナメント

駒澤Ｃ

2 2 11

1

1

22

2

1

0 1 01

駒
澤
Ｄ

A1位

京
華

D2位

東
工
大
Ｂ

B1位

芝
商
業

C2位

正
則
学
園
Ｃ

C1位

駒
澤
Ｃ

B2位

正
則
学
園
Ｄ

D1位

雪
谷
Ｂ

A2位

アスマッチプロジェクト
アスマッチプロジェクト代表

森下尚紀氏
　アスリートと地域（まち）
をつなげ、スポーツの力で
地域を元気にする『アスマ
ッチプロジェクト』をぜひ、応
援してください。アスリートが真剣勝負をするスポ
ーツは、人々に多くの喜びや感動を与えることがで
きます。
　スポーツは勝っても負けても、真剣に挑むアスリ
ートから勇気をもらうことができます。アスリート
による本物体験は子どもたちに夢を与えます。いま
地域が必要としているのは、アスリートです。『ア
スマッチプロジェクト』で、地域を元気にし、日本
の明るい未来を創造していきましょう。

大会アンバサダー
元サッカー日本代表

三浦淳寛氏
　成功率No.1のフリーキ
ック大国を目指すべく「日
本をフリーキック大国にす
る」という目標に向けて活動し
ています。今回のフリーキック選手権は、皆さんの
フリーキックに対する意識を高めてもらうことが
目的です。
　ひとりの選手だけがフリーキックを蹴るのでは
なく、多くの選手がフリーキックを蹴られるように
なってください。そしてたくさん分析して、何度も
何度もフリーキックを粘り強く練習してください。
日本サッカーの未来は、あなたのフリーキックにか
かっています。

　2010・2014FIFAワ
ールドカップで世界レ
ベルのサッカーを体感
できました。日本代表は毎
年強くなっていますが、他の国の強化も進んで
います。とくに日本に進化が求められるプレー
があります。それがフリーキックです。そんな
状況を分かっている三浦氏が今回のフリーキッ
ク選手権を企画したことを聞き、応援しに来ま
した。この大会に参加する皆さんは、攻撃側と
して蹴るだけでなく、壁をつくる守備側の面で
もいろいろ考えて挑戦してみてください。楽し
みにしています。

次
回
開
催
に
向
け
て
。

大会アンバサダー
元国際審判員

西村雄一氏

NEWスポーツ！
ヘディス（HEADIS）を体験

アンブロの新スパイクの試履き
や三浦氏と東工大の生徒が地域
の子どもたち50名にクリニック
を実施するなど、ピッチの内外
でさまざまなイベントを開催。

今年も白熱
！

今年は全国大会も行なわれたヘディス。
ヘディングに自信がある人は要チェックだ！

ヘディス（HEADIS）とは、ドイツ発祥の新スポ
ーツ。卓球台をはさみ、専用ボールをヘディング
のみで打ち合う、いわば『ヘディング卓球』だ。
今回のフリーキック選手権の会場では、同競技の
普及活動のサポートをしている東京スポーツ・レ
クリエーション専門学校の協力の下、体験会が行
なわれた。こちらの試合も白熱していた!?

http://headis.jp/

7475


